
14

　ホクレン・ディスタンスチャレンジ
は、2003年に誕生し、今年で14回目
を迎えます。全５戦でスタートしたこ
のシリーズは、翌年から別開催されて
いたミドルディスタンスチャレンジシ
リーズとの一本化により中距離種目
のエントリーも増加、その後、3000
ｍSCや競歩種目も加わり、今や日本
の中長距離シーンには欠かせないシリ
ーズへと成長を遂げてきました。こ
こでは、“創設前夜”といえる時期か
ら、現在に至るまでシリーズの運営に
尽力してきた木内敏夫さん、木地修平
さんに、ホクレン・ディスタンスチャ
レンジの『過去、現在、未来』につい
て、お話をうかがいました（本文中の
所属等は当時のもの）。
取材・文／児玉育美（JAAFメディアチーム）
写真／陸上競技マガジン（競技写真）、
　　　児玉育美（インタビュー）

――ホクレン・ディスタンスチャレン
ジ（以下、ホクレンDC）は、2003年
にスタートして、今年で14回目となり
ます。陸連時報2003年９月号に掲載さ
れた第１回大会の報告書には、「選手
の逞しさや調整能力を養い、トラック
競技で世界と戦うことのできる人材の
発掘と育成を目的とした競技会シリー
ズ」との記載がありますね。
木内：ホクレンDC自体は、2003年が
１回目ですが、実は、その前に原型と
いうようなシリーズを、中距離でやっ
ていました。
木路：2002年にスタートしたミドルデ
ィスタンスチャレンジですね。中距離
種目だけでサーキットを組み、各大会

の順位や記録に応じてポイントの与
え、総合成績を競うというシリーズで
す。関西実業団記録会や日体大記録会
などの中距離種目を使わせていただ
き、６月中旬から７月上旬までに全5
戦を設定し、選手たちが転戦しながら
記録を狙っていくことによって、低迷
していた中距離の底上げと活性化を図
ろうとしたものです。
木内：もともとは、中距離のヨーロッ
パ遠征があったんだよね。
木路：はい。このミドルディスタンス
チャレンジが創設された背景には、実
業団でやっていた中距離のヨーロッパ
遠征がありました。試合が各地で行わ
れているこの時期のヨーロッパへ渡
り、競技会を転戦しながら中距離種目
に不可欠な戦術や駆け引きを学んだり
海外での移動や生活を含めた経験を積
ませたりすることを目的としたもので

草創期から知る２人に聞く
ホクレン・ディスタンスチャレンジの

『これまで』と『これから』
「世界標準を経験させたい」
　ホクレン・ディスタンスチャレンジ
　誕生前夜

木内　敏夫
（日本陸連強化副委員長、ホクレン・ディスタンスチャレンジ 大会統括ディレクター）

木路　修平
（日本薬科大学講師、ホクレン・ディスタンスチャレンジ エントリー担当）
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す。いったん中断していたものを1996
年に復活させて、日本選手を受け入れ
てくれる競技会と繋がりをつくりまし
た。ルートができたのはよかったので
すが、それによって競技のレベルを問
わず渡欧する選手が増え、2000年前後
には「日本人が多すぎるから」と出場
を断られたりするケースが出てきてし
まったんです。そこで、「じゃあ、国
内で転戦できるシリーズを組んでみた
らいいんじゃないか」ということにな
り、2002年に始まったわけです。
――木路さんは、当時、大塚製薬のコ
ーチでしたね？　どういうお立場で創
設に関わっていたのですか？
木路：えーと、ミドルディスタンスチ
ャレンジ担当（笑）。陸連でもなく、
実業団でもなく、中距離強化でもあり
ません。もともとヨーロッパ遠征を復
活させたときに指揮をとったのが大塚
製薬の河野匡監督で、以降、転戦に際
してのAR（代理人）業務を監督の代
行として、私がやっていたんです。そ
の過程で、いろいろな状況や問題を把
握していたということもあり、国内で
の実施に関わることになりました。
――そこから、どう繋がってホクレン
DCに？
木路：そこは、当時、日本陸連事務局
にいて、強化委員会企画情報副部長を
やっていた村尾愼悦さんの尽力が大き
いですね。僕自身は、村尾さんと「長
い距離をやるんだったら北海道です
ね」って話はしたことがあるんです。
７月ごろの北海道はヨーロッパの気候
に似ているので記録も狙えるし、長距
離では北海道で長期の合宿を組むこと
が多いので、これまでにお世話になっ
ている地域でやったら、面白いことが
できるんじゃないかと思っていたの
で。ミドルディスタンスチャレンジの
あと、内輪で見る報告書にそういった

ことを書いて出したのですが、そうし
たら、ホクレンがスポンサーになった
「ロングディスタンスチャレンジ」
が、翌年にはスタートしていました。
――それがホクレンDCというわけで
すね。2004年にはミドルディスタンス
チャレンジも統合されました。
木路：中距離の場合は学生の出場も多
くなるため、北海道で実施すると転戦
できないケースもあるかなと思ってい
たので、当初は分けて実施することを
イメージしていました。ただ、シリー
ズ自体をグレードアップさせようとい
うことと、ホクレンさんのご理解もあ
って、最終的にホクレンDCとして一
本化されました。
――そうしたなかで、3000ｍSC、5000
ｍWや10000ｍＷが加わったり、特殊
種目として600ｍ、1000ｍ、3000ｍが
行われたりと、その時々に応じて実施
種目の幅も広がっていったわけです
ね。木内さんは、日本陸連副強化委員
長のお立場で、このシリーズの大会統
括ディレクターでもあります。どうい
う大会を目指してきたのでしょう？
木内：私自身は、ヨーロッパの転戦も
継続してほしいと思っているんです。
各大会のレースディレクターとの人脈
は、それこそ木路くんたちがものすご
く苦労して、20年以上かけて築き上げ
てくれた繋がりなので、それは大切に
したいなと。でも、ヨーロッパの大会
の場合は、それなりの持ちタイムがな
いと、ウエイティングにかかるどころ
か全く相手にしてもらえないことが多
いんですよね。だから、そんなに出か
けても、“1.5流”以下のレベルではレ
ースに出られない。なので、まずは、
国内でしっかりと力をつけて、先方か
ら受け入れてもらえるレベルまで底上
げできるような仕組みをつくらなきゃ
いけないなと思っていました。

木路：当初は、グローバルスタンダー
ドのシステムでこの大会で運営して、
それを経験したうえで海外転戦してほ
しいなと思っていたんですよね、予行
演習といった感じで。
木内：選手はもちろんなんだけど、高
校、大学、実業団など各層の指導者に
も、実際にヨーロッパで行われている
大会がどんな感じのものなのか、知っ
てもらえたらいいなと思っていました
ね。
――世界標準の感覚を身につけてもら
いたいということですね。
木路：はい、それをヨーロッパに行っ
て初めて経験するのではなくて、国内
で体験しておいてから行ったほうが、
メリットも大きいということです。例
えば、レースにおけるペースにしても
展開にしても、レース以前のエントリ
ーをはじめとするホスピタリティの部
分でも。ホクレンDCでグローバルス
タンダードを経験させてみましょう
と。
木内：例えば、海外では送迎ひとつと
っても、自分で問い合わせて手配する
のは当然だし、手配していても予定時
間にそこにいなければ置いていかれち
ゃいますからね。そういったことやエ
ントリー時の交渉などを自分で対処で
きるようになっておいてほしいなと。
――回数を重ねていくなかで、参加選
手に変化はありましたか？
木路：僕らの当初の意図からしたら、
ホクレンDCはホスピタリティが完璧
すぎて、予行演習にはならない（笑）
。運営される各自治体が本当に手厚く
やってくださっているので、受け入れ
体制として完璧なんです。なので、想
定とはちょっと違う形になっています
ね。ただ、行く側としてはありがたい
ことですし、それはそれでいいのかな
と思っています。

【PROFILE】

　　　　　木路　修平（きじ・しゅうへい）

1967年生まれ、京都府出身。京都・洛南高校で中距離に取り組み、筑
波大学では箱根駅伝にも出場。大学卒業後は大塚製薬陸上競技部に所
属、現役を退いてからはコーチとして活躍し、多くのトップ選手を育
てた。2010年から筑波大学大学院人間総合科学研究科でスポーツ健康
システム・マネジメントを専攻、2013年より日本薬科大学講師、同陸
上部コーチを務める。ホクレン・ディスタンスチャレンジには草創期
から関わり、大会全体のエントリー業務を担当している。

【PROFILE】

木内　敏夫（きうち・としお）　　　　　

1949年生まれ、埼玉県出身。埼玉・熊谷工業高校時代から長距離選手
（旧姓：宮下）として活躍、順天堂大学時代には5000ｍで日本イン
カレ4連覇したほか5000ｍで日本選手権優勝（1970年）、クラレ所属
時代の1972年には10000ｍで日本選手権を獲得するなどの実績を残し
た。1990年から富士通陸上部監督として多くのトップ選手を輩出、総
監督を経て現在は顧問を務める。日本陸連の強化にも長年携わり、世
界選手権ほか国際大会日本選手団ヘッドコーチ等を歴任、現在も強化
副委員長として活躍する。ホクレン・ディスタンスチャレンジでは大
会統括ディレクターのほか各大会のMCも務めている。

『ヨーロッパでやっているような大会にしてみたかった』（木内）
『受け入れ体制が完璧で、想定と違ったけれど（笑）』（木路）　
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――スタートした段階では５地区での
開催だったのですね？
木内：最高で６地区ですね。最初は５
つかな、北見が入っていなかった。
木路：最初は、札幌、釧路、士別、深
川、網走です。
――現在は、士別、深川、網走、北見
の４大会となっています。
木内：2011年以降は、この全４戦でや
っています。会期の順番は変わったり
していますが。
――１カ月くらいの期間をかけて開催
していた時期もありますね。選手たち
は北海道にずっと滞在して大会を回っ
ていくという感じだったのですか？
木内：以前、ヨーロッパではベースキ
ャンプをおかずに各地を回っていたん
です。でも、それでは疲れるというこ
とで、ある場所にベースキャンプをつ
くり、そこから行って帰ってくるとい
うようになりました。それと似たよう
な感じでしょうか。今は全４戦ですか
ら、２大会ずつ前半と後半に分けて、
一箇所に泊まって移動するケースが多
いかな。網走・北見はどちらに泊まっ
ていても移動できるし、深川・士別な
ら旭川に泊まればどちらにも移動でき
ます。なので、それも踏まえて、「こ
の試合で調整して、ここで狙うぞ」と
かいうことができるような種目の組
み方をしています。最初に3000ｍや
ってもらって、次の大会で5000ｍと
か10000ｍで記録を狙えとかね。これ
は、特に日本選手権に関係できない競
技レベルの選手たちですね。出た人た
ちの場合は、日本選手権後、どうこの
大会に出て、記録を狙っていくか、そ
れぞれの目的によって変わってきま
す。

――転戦して、レースに出ていくこと
で力をつけつつ、競技経験を積んでい
く…？
木内：そうです。ヨーロッパに行って
も、そのまま生かされるようにね。そ
うやってスケジューリングとか転戦と
かを経験してもらうわけです。レース
を重ねていくことで力をつけていくの
か、ここと決めて記録を狙うために出
るのか。どういう形でこのシリーズに
チャレンジするかは、それぞれに考え
てもらえばいいと思っています。
木路：当時の実業団の海外遠征って、
長いときだと40日くらい行っていま
した。「試合をしながら、つくってい
く」という感覚を養わせたかったとい
うのもあって。
――鍛えながら、チェックを試合でし
て、その結果を見て、鍛えて、またレ
ースでチェックをして…。
木路：そのなかで身体をつくってい
き、「この大会で記録を狙う」という
感じだったんです。
木内：日本だと、自分の専門とする種
目に偏ってレースに出る傾向があるの
ですが、自分が狙っていない種目やや
ったことのない種目―1000ｍとか2000
ｍとかね―にも出てほしいなという意
図も込めてスケジューリングしていま
す。「メインはこれ」というのはもち
ろんあるけれど、守備範囲を広げて、
それによって、メインをさらに極めて
いくというほうが通用していくと思う
ので。
――長距離選手としてのベースを広げ
つつ、土台を高く盛っていくための位
置づけという形での大会なのですね。
木路・木内：そうそう。
木内：小林史和（NTN）が1000ｍで
出した日本記録（２分19秒65、2005
年）なんかは、網走の競技場にプレー
トを置いてもらっていますが、そうい
う特殊種目を入れることは、選手にと
ってもいい機会となりますよね。あと
は４×800ｍリレーをやろうよとか、
４×1500ｍリレーをやろうよとか、
そういう話も出ています。そういうの
も、中距離選手がたくさん集まるこの
大会だから、できることだと思います
ね。

――ホクレンDCのシリーズ記録（P７
参照）を拝見すると、記録のレベルは
かなり高いことがわかります。

木路：そうですね。日本記録も高校記
録、歴代上位記録なども出ているし、オ
リンピックや世界選手権などの参加標
準記録をここで切っている選手もけっこ
ういます。また、日本選手権後の開催
ということで、ここで標準記録を突破し
て出場が可能となったケースもありま
す。2005年の三津谷祐（10000ｍ、トヨ
タ自動車九州）とか、2008年の赤羽有紀
子（5000ｍ、ホクレン）、2011年の絹川
愛（10000ｍ、ミズノ）などのレースは
印象深いですね。
木内：今年の場合は、７月11日まで
OKでしょ？　だから士別（７月３
日）と深川（７月７日）と選挙の関
係で月曜日にずれた網走（７月11日）
もぎりぎり期限内。深川でやる3000
ｍSCあたりで突破する選手が出てく
る可能性は十分にあると思いますね。
――記録を狙うということでも成果は
残しているわけですね。転戦を使って
強くなっていくという意味でも成果は
出てきていますか？
木路：どちらかというと、記録が狙え
る大会としてのほうが認知されてしま
っている感じはありますね。
木内：そうかもしれない。でも、レー
スにだけ出て、そのまますぐに帰って
しまうんじゃなくて、できれば合宿な
どを組み込んでほしいなという思いは
あります。
木路：ただ、マラソン練習のための合
宿をしながら3000ｍに出るとか、そう
いう使い方をしてくれるチームや選手
もいます。例えば、「昨日30km走を
やったので、今日は3000ｍに出ます」
とか、「今日は5000ｍを２本走りた
いので、Bを走ったあと、Aを走りま
す」とかといったように。なので、そ
ういう点では、いろいろな使い方をし
てもらえているのかなと思いますね。
――質の高いタイムトライアルをする
感じですね。
木路：そうですね。そうした相談に応
じての調整もしています。例えば、B
レースとAレースの間は、1500ｍ１本
入れるくらいのインターバルがいいの
か、それとも十分に休息時間をとれる
ようにしたほうがいいのかなど。
――タイムテーブルもその都度変えて
いるのですか？
木路：組み分けを前日にやるので、タ
イムテーブルも前日に決めることにな
るんですよ。

『Ａレースを高水準にして、レースディレクターの裁量で日本人を入れては？』（木路）
『ヨーロッパで我々がやられてきた逆パターンだ』（木内）　　　　　　　　　　　　　

高水準のシリーズ記録
標準記録突破の事例も多数

転戦のなかで身体をつくり
記録を狙っていく
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――参加人数は増えてきているのです
か？
木路：増えています。一気に増えてき
ていますね。昨年の1304人は過去最高
です。
木内：去年は、網走が特に多かった。
大学生がすごく多かったんです。私は
大学の行事がどうなっているのか詳し
くはわからないのですが、試験が終わ
ったあととか、そういう理由で、この
レースなら間に合うということで、お
いでになったのかなと思いますね。
木路：473人ですね。網走は、確か最
初のエントリーは600を超えたんで
す。それが北見でタイムが出たので出
場をやめたり、２戦続けて走れないと
いう選手がキャンセルしたりで、結局
この人数に落ち着いたという経緯があ
ります。ただ、昨年の出場者数を見る
と、第１・２戦の士別（106人）・深
川（291人）に比べて、後ろの２大会
が400人台（北見434人、網走473人）
なので、今年はこれをどう前倒しする
かということを考えています。
木内：今年は、全大会に男子10000ｍ
を入れました。持ちタイムによって分
散させるよう進めるつもりです。
木路：選手にとって最もよい状況に振
り分けるための施策です。１大会に出
場者が偏ると、組数を増やさざるを得
なくなりますが、そうするとペースメ
ーカーを用意することができなくなっ

てしまうのと、組数の関係で暑い時間
帯に走らなくてはいけない組が増えて
しまう。これを避けるために、４大会
全部に10000ｍを入れて、士別・北見
の標準記録を30分00秒00に、深川・網
走は28分45秒00にしました。後者の大
会には日本のトップしか出られないの
で、２組くらいで終われると思ってい
ます。その代わり、分散させることに
よって、どの大会でもペースメーカー
も準備して、最もコンディションのよ
い時間帯に走るようにしようと考えま
した。
――自分のレベルで、記録を狙うのに
最高の時間帯で、ペースメーカーもつ
くようになったということですね。
木路：はい、それを今年試してみま
す。みんなが少しでもよい条件で走れ
るようにしたいなと思って。それは選
手に対してのサービスですね。

――シリーズ記録もそれなりの水準で
すし、2020年には東京オリンピックも
控えています。今後、このシリーズに
海外から転戦にやって来るというよう
な可能性はあるのでしょうか？　日
本の選手がヨーロッパを回るような形
で、アジアやオセアニアの選手がヨー
ロッパに行かずに日本に来るというこ
ともありそうに思うのですが。
木路：今、ヨーロッパでは10000ｍの
レースがどんどん少なくなっているの

で、それをアピールすることができま
すね。
木内：日本の競技場は走りやすいし、
気候もいい。ちゃんと記録が出せるよ
うなペースメーカーも用意すれば、高
いレベルのレースは十分に可能です。
木路：今までは日本人のための…と思
っていたけれど、Aレースを国際大会
としてオープンにしてしまう方法はあ
りますね。例えば、持ち記録が27分20
秒までしか出られないとか。そこにレ
ースディレクターの裁量で、何人か記
録を狙わせたい日本人を入れますよと
いうような形にすればいい。
木内：ちょうど、今までヨーロッパで
我々がやられてきた形の逆パターンで
すね。
木路：日本の実業団に所属しているケ
ニア人選手と、海外から来た選手と、
それに記録を狙わせたい日本選手が何

選手が少しでもよい条件で走れる
スケジューリングを

海外選手の転戦によって
さらなるレベルアップも可能
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人か入ってやる形で26分台のレースに
なってくれたら、ものすごくレベルの
高いものになりますね。そうなってく
れれば、日本でも世界を体感できる場
になるという僕らの元々の思いにも近
づきます。
木内：特に10000ｍはそうですね。で
も、中距離については、私はやはり今
まで20年以上かけてつくってきた繋が
りをなくしてほしくないと思うなあ。
木路：中距離は、ここでしっかり準備
をして、そのあとヨーロッパに行くとい
うのが、流れとしてはベストだと思って
います。小林史和（ＮＴＮ）がナイト・
オブ・アスレティクス（ヒュースデンゾ
ルダー・ベルギー）で1500ｍの日本記録
を出した（３分37秒42、2004年）のも、
ホクレンDCで1000ｍをやった流れをそ
のまま持っていけたので。中距離の特に
国内トップクラスの選手たちには、準備
と強化と記録を出すという流れを戦略的
につくるために、このシリーズをうまく
利用してもらえたらいいなと思います。
木内：海外からの参戦ということで
は、日韓競技力向上スポーツ交流とし
て、韓国が第1回大会から参加してい
ます。これはJOCの助成事業で、2002
年のサッカーワールドカップの日韓合
同開催を記念して、2003年から開始さ
れたものです。また、この選手団とは
別で参加する韓国選手も増えていま
す。韓国においては、記録を狙える大

会として、本シリーズが認知されてい
るといえそうですね。

――来年は15回目という１つの節目を
迎えます。今後に向けて、何か考えて
いることはありますか？
木路：「する人」には定着してきたの
で、次は「支えてくれていた地元の方
たちにどう返していくか」ということ
と、「見る人たちにどう返していくの
か」ということをもっと考えていきた
いなと思いますね。記録を出す大会と
しては認知されてきたので、これを、
運営してくれる自治体や見に来てくれ
ている地元の皆さんにとって、かけが
えのないイベントにするにはどんな工
夫が必要だろうっていうことに進んで
いかなきゃいけないのかなと。
――今後の課題ですね。
木路：出場者にあれだけのメンバーが
揃うことは、首都圏でやったとして
も、そうはないと思いますから。
――ただ、士別だ、深川だ、網走だ、
北見だと、その大会のためだけに、道
外の地域から大勢の観戦者が集まると
いうことは難しそうですね。
木内：そこを見込むのは難しいでしょ
うね。観戦者も増えてはいますがトー
タルで500～1000人前後。地元の皆さん
が来てくださっている感じでしょう。

木路：たくさんの人に来てもらうとい
う目的では、例えば、昼から地元の小
学生のレースをやって、その決勝を、
メイン種目のAレースとAレースの間
に入れるというようなことはすぐにで
きます。そこに出られることが、例え
ば深川だったら、深川の小学生にとっ
てのステイタスになるような、憧れの
大会になるような感じになっていけれ
ばいいなと思いますね。
――その子が年を取って「小学生のこ
ろ、俺は陸上をやっていて、あの大会
で走ったんだよ」と、お酒を飲みなが
ら自慢してくれるような…。
木内：オリンピアンでも大リーガーで
もそうですよね。たまたま子どものと
きに見たイベントや試合がきっかけ
で、そのスポーツをやるようになっ
て、今日に繋がっている…というよう
なことがけっこう多いじゃないです
か。だから、陸上教室とか、レースと
か、いろいろな形で裾野を広げていけ
ればいいなと思います。陸上教室をや
ってほしいという要望は、すべての地
区から出ているので、日程がうまく合
って指導できる人が集まってくれれば
実施しています。
木路：毎年この時期には、これがある
という大会にしたい思いはありますね。
――今後、例えば、イベントと組み合
わせるとか地域とうまく連携していく
ような…。ちょっとしたお祭りみたい
な感じで。

自治体や地元の方々にとっても
かけがえのないイベントにしたい
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木路：それはもっとやっていきたいで
すね。地元の行事のなかに入り込むよ
うな大会になってもらいたいなと。
――町の盆踊り大会に入り込んでいく
とか？
木内：市民運動会とかね。
木路：そんななかで、子どもが午後7
時から町の代表で決勝レースを走るっ
てことになれば、きっと家族揃って来
てくれるんじゃないかと思いますね。
孫が走るとなれば、きっとじいちゃ
ん、ばあちゃんだって来てくれるだろ
うし（笑）。そうすれば、ヨーロッパ
の試合に近づいてくるのかなと思いま
すね。
――ヨーロッパでは家族で楽しむ場に
なっていますものね。
木路：そうです。ちょうど運動会を見
に来る感じです。ビニールシートを敷
いて、ホットドックとかビールとかの
店が出て、まずは、息子や娘の運動会
を見て、日が暮れてトップ選手が走る
ときは、家族で一緒にそれを見るんで
す。そのときにはもうお父さんはいい
感じに酔っているという…（笑）。
――北海道ならできそうですね。あの
時期の屋外は、本当に気持ちがいいか
ら。
木路：選手に関しての準備というのは
陸連側でやるので、イベントとしての
盛り上げというのは、どんどん地元に
お願いしたいなというのはあります。
木内：盛り上げるための工夫は、各会
場ですでいろいろとやってくださって
いますよ。
――去年の報告書を拝見すると、それ
ぞれにいろいろなアクションを起こし
ているようですね。お楽しみ抽選会、
かき氷や羊の丸焼きの無料サービス、
キッズダンサーによるダンス披露、マ
ーチング演奏…。深川大会では、日本
新記録更新で深川産牛肉１頭分プレゼ
ントなんていう賞品も用意されている
のですね。
木路：そうですね。優勝選手へのイン
タビューを地元の高校生にやってもら
ったり、大会中にかける音楽を選んで
もらったりといったこともやっていま
す。
木内：インタビューは士別でやってい
たよね。
木路：はい、質問する内容を、一所懸
命に考えてきてくれていて、すごくよ
かったですね。

――このシリーズは、メインスポンサ
ーということで初回の2003年から、ホ
クレンが協力しています。これも継続
していくうえでは非常に大きな力です
よね。
木内：はい。本当にありがたいことで
す。
木路：今後という点では、冒険ができ
る大会なので、使いやすいように使っ
ていただけたらと思います。日本選手
権だったらちょっと無理というような
ことや、今までにやったことのないよ
うなことであっても、実験的にやって
みましょうかということが可能だと思
いますので。
――大きな力といえば、運営にあたっ
てくださっている陸上競技協会の尽力
も忘れることはできません。
木内：主催は北海道陸協さんですが、
実際に大会運営にあたるのはそのなか
の地方陸協さんです。毎年大変だとは
思いますが、日本を代表するような選
手が多数出場する大会の運営を行うこ
とで、ご自身の技量を上げてもらえた
ら…。2020年東京オリンピック・パラ
リンピックに好影響を及ぼすような審
判の育成や運営などに繋がっていくの
ではないかと思います。
木路：毎年レベルが上がっていますと
言ってくださるところもあります。あ
りがたいことだし、役に立っているの
だという点では嬉しいですね。
――合宿を兼ねた関係者の滞在による
地域貢献という点ではいかがでしょ
う？
木路：このシリーズを実施したことに
よって、北海道での合宿希望が増えた
のかということを検証する必要はある
と思いますね。
木内：増えているんじゃないのかな。
一時期より海外へ行くチームが減って
来ているように思います。テロの問題
などもあって、実業団の場合は会社と
しての判断などもあるでしょうし。国
内回帰みたいな面もあるのではないか
な。
――増えていれば、ホクレンDCを北
海道で実施した目的の１つが達成でき
ますね。
木路：そうなんです。だからもっとも
っと活用していただければなと思いま
す。例えば、懇親会とかナンバーカー
ド受付の前後とかなどで、合宿地紹介
ツアーみたいなものを組んでくれても

かまわないと考えているんです。練習
に使ってもらいたいコースを回ったり
宿泊や練習施設を案内したりとか。「
ロードにぴったりの、新しい農道がで
きました！」といったように。
木内：選手やコーチに相談したり、ア
ドバイスもらったりする場にしてもい
いですよね。「こういうコースにした
いが、どう手入れすればいいでしょ
う」とか。
木路：映像を使ってもらってもいいと
思うんです。そういう話をできる場と
して使ってもらえたらなと思います。
初めて来る選手やチームもいるわけ
で、懇親会で施設のレクチャーを受け
たことがきっかけで、「じゃあ、ここ
で合宿を張ってみようか」というよう
になったらいいなと。
――そうやって考えると、大会運営と
いうことだけでなく、まだまだ工夫で
きる余地がいっぱいありそうですね。
木路：そう思います。強化は強化、地
元は地元、観客は観客、そして選手は
選手で。
木内：このシリーズの活用方法を、皆
さんがそれぞれの立場で考えて、どん
どん使っていってほしいですね。それ
こそが、このシリーズを続けていく大
きな意義となってくるはずですから。
――このシリーズの名物、木内大会統
括ディレクターによるMCも続いてい
く？
木内：さらなる活性化を目指して、今
年はサプライズがあるかも。お楽しみ
に！（笑）。

（2016年６月17日収録）

それぞれが各々の立場で
活用法を考え、役立ててほしい

『地元の行事に入り込むような大会になってもらいたい』（木路）
『市民運動会とかね』（木内）　　　　　　　　　　　　　　　　
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